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これからの人口比率はどうなる？

２０年後に
は、６５歳
以上を

若者

（20-64歳）

１・５人で

支える

必要あり

１



奈良県と類似した都道府県

２



各年齢層の死亡原因
自殺

２０～３０代死亡

原因の第一位が 自殺

社会の中堅にな
る若者の自死が

多いのはなぜか

３



若年の無業者の割合

全国平均を上回る 全国８位

３年以内の 離職率、 近畿で最も高い

高卒 約４８％、 大卒 約38％

質問１ ： 奈良県には仕事がない？

仕事をしない若者が多い？

質問２ ： 無業者と不登校の関係は？

質問３ ： 無業者と非行の関係は？

質問４ ： 無業者と若年自殺者の関係は？
４



期待される未来の子ども像
１） 多様化する社会（格差、人種、障害等）

において

自立と共生ができる子ども

２） そのためには、

・共感性に富み（他者の痛みが分かる）、

・判断力に優れ

（状況判断するための材料を集め、

様々なパターンで考える力がある）、

・ 問題を解決する方法を持っている事が

必要
５



奈良県の子どもの現状

奈良県の教育データ集 Ｈ 27年度版より

１ 規範意識

２ 非社会的行動（不登校、自死）

３ 反社会的行動（暴力、いじめ、非行）

４ 学力

５ 家庭の課題（虐待）

６



１ 規範意識の現状
規範意識は少し
ずつ上がってい
るが、全国より低
いままなのは、

なぜか？

人の役に立ち
たいと思って
いる子どもが
９割もいるの
に、自尊心が
低いと、どうな
るのか？

７



中学生は将来の夢や目標がない
自尊心が低い

中学校教育に何が起こっているのか？
８



２ 非社会的な行動の現状

※不登校が多い

小学校の長期欠席者 ８１７名（５６名増）

内、不登校が３５３名 奈良４8％、 全国39％

質問１： 長期欠席者のうち、不登校の割合が大きいのは

何が要因か？（原因をしっかり調べていない）

質問２： 不登校児童生徒が学校に戻れないのは、

何が要因か？（復帰のプログラムの不足、

教室に戻れる土壌が育っていない）
９



非社会的行動（不登校）の課題 Ｈ27奈良

小4-小５

増える

中１で

2倍

１０



不登校の要因

１）小学校 ：家庭の問題（61.5％）、

友人関係（14.2％）、学業不振（13.3％）

２）中学校 ：家庭の問題（39.3％）、

友人関係（24.3％）、学業不振（13.5％）

３）高等学校：入学時の不適応（25.3％）、

家庭の問題（23.5％）、

学業不振（18.2％）、友人関係（18.2％）
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非社会的行動からわかる
子どもの状態

１） 家庭の教育力の低下への対応が必要

２） 社会性の低下への対応が必要

（新しい環境になじみにくい）

小学校から中学校への変化

高校への変化等

３） 学業不振への対応が必要

小学校4年生から5年生

中学校1年生から2年生

１２



３ 反社会的行動の課題 Ｈ27 奈良

１ 暴力行為（対教師暴力、生徒間、器物損壊）

1000人あたり 2.7件 （0.3ポイント増）

全国は、 4.2件のため全国よりは低い

２ いじめ

認知件数は、Ｈ26年度よりも2859件増

小学校 2,712件 （2,058件増）

中学校 1,274件 （689件増）

高校 247件 （112件増）
加害者：同じ学級 小77.5％、中65.7％、高55.9％

先輩 小10.1％、 中 7.4％、高13.6％
１３



① いじめの内容
ーからかい、遊びの延長、仲間はずれー
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② 少年非行 （Ｈ２７）

総数 ６００名 （ ２３名減少）

刑法犯 ３６５名 （中 １３４名、 高校１３５名）

★ 初発型が多い

特別法犯（火器、凶器、23名 薬物３名）

触法少年（１４歳未満で 刑法に触れる行為）１６４名

再犯率が高水準 34.3％（Ｈ２８ 上半期）

１５



反社会的行動からわかる
子どもの課題 その１

１） ストレス耐性が低い

自分の気持ちや欲求がわかっていない

自分の気持ちや欲求がかなわないときの

ストレスマネジメントが不足

２） 遊びといじめ、暴力の境界があいまい

★ 規範意識の低さと関連性がある

３） 課題解決力が不足

相手と話し合って、解決するスキルが不足

１６



反社会的行動からわかる
子どもの課題 その２

１） 将来の夢や目標がない子ども（中学生）、

及び自尊心が低い子どもへの対応が必要

２） 家庭における心理的な虐待への対応

⇒自尊心を傷つけられているため、学校で

いじめやからかいとして出やすい

３） 家庭での教育を支援することが必要

⇒話し合いで問題を解決する練習が不足

⇒友だちとのトラブルを話し合いで解決でき

ない １７



４ 学力 ～子どもの考える力の現状～
（Ｈ２７）

① １教員あたり 小学校14.7人、中学校14.7人

② 学力

１） Ａ問題（基礎）は平均以上

小： 国語（+.5％）、算数（+.3％）

中： 国語（+.4％）、数学（+.9％）

２） Ｂ問題（思考力・応用）・理科は平均以下

小： 国語（-.7％）、算数（-.2％）、理科（-.8％）

中： 国語（-.7％）、数学（+.1％）、理科（-1.5％）

１８



学力からわかる子どもの状態

コツコツ、言われたこと、習ったことを記憶し
再生する、受動的な子どもが多い

自分で考え、解決策を導く力が弱い子ども
が多い

１９



障がい者への対応

特別支援学校の在籍者が増加している

１６１０名 （３８名増）

質問： 支援学校の在籍者が増えているのは、

何が要因か？

（＋）支援学校の教育内容が良くなったから？

障がいに対する理解が進んだから？

（－）児童生徒が、通常学級にいられなくなった

から？

２０



学力と学級規模の関係
ー山形県の全県調査の結果ー

山形県において、継続的に学力調査を行った。

国語の学力について、小学校2年から6年まで

の結果を比較した。

綱川 貴（2017） 早稲田大学修士論文

本田恵子 指導

２１



小２から小３
１）学力低位層は、多様性が少なくなると学力が下がる
２）学力中位層・上位層はどの学級でも下がる

下がり方が 他の学年より大きい

２２



小３から小４
どの学力層も小規模学級では学力が上がる
多様性が高い小規模学級の効果が高い

２３



小４から小5
１）学力が低い子どもは、どの学級も上がる（教員が個別指導？）
２）学力注意の子どもは、多様性が下がるほど学力の下がり
方が激しい（学級の影響を受けやすい？）

３）学力上位層の子どもは、どの学級でも下がり方は同じ
（自分で勉強しているからか？）

２４



山形県の調査結果から考察される学級規模、
構成、教員の教え方の特徴等に対する提言

１） 教員は「できていない子」に個別指導をする

➡ 学力低位層は、学力を向上させている

２） 中間層や上位層には、指導が行き届いていない

可能性がある ➡ 学力が下がっている

３） 上位層は、高学年になると自分で学習して学力

の低下を抑えるが、中位層は学級規模や多様

性に影響を受けやすい

４） 小学校３～4年生では、小規模学級が学力向上

には望ましい ２５



これまでの対応における問題点
１ 事件・事故が生じてからの後手の対応

２ 対応するための、見立て力の不足

（データ収集力：何を集めたらいいか・ツール・

データの読み取り力の不足）

３ 共感性の不足（現場の教員）

４ 課題解決力・具体的スキルの不足

５ 委員会や会議の運営力・スキルの不足

（報告会になっており、検討会になっていない）

６ 同じ問題が繰り返されている

（使えるマニュアルになっていない） ２６



今後の対策で必要な内容

１ 包括的なシステムを構築する

１） アセスメントのシステム

⇒情報収集・ツール・報告・見立て

２） 課題が生じたときの実践的マニュアル

⇒課題別対応事例・現場での対応問答集

３） 報告・連携（学校・市町村教委・県教委）の

包括システム・人員の配置

２７



２ 人を育てる ①

１） 現場教員の力量アップ

① 見立て力をつける（知識の増強）

② 共感性を育てる

③ 実践力を育てる

２） 専門の職員の配置

アセスメント専門の職員（地区に配置）

スクールカウンセラー

（配置増とスーパーバイズシステムの構築）

特別支援コーディネータ、

発達障害に通じた校医、通級職員 ２８



２ 人を育てる ②

３） 校長の力量アップ

① リーダシップ力

（判断力、コミュニケート力、共感性）

② マネジメント力

（将来を見越した目標の設定、

実現可能な計画、実践のためのスキル）

③ ファシリテート力

（職員の力量を見立て、引き出す力）

④ スーパーバイズ力

（職員のつまづきを見立て、助言する力）

２９



３ 教育委員会の課題
１） 包括的な研修システムの構築

・現在の研修内容の不備等、見直しの検討

・継続、連続性、深まりのある研修の計画

・具体的な実践・ワークショップ形式の研修の計画

・研修資料、ワーク集等 ＨＰの整備

２） 教員養成大学等との連携、システムの構築

・教職大学院等との連携・教職員派遣

・優れた「指導主事」の育成

⇒連携力・包括的な知識と技能の育成

（現在は、自分の専門分野のみが多い）
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これまでの奈良県との連携事業

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

私立学校教育における規
範意識の向上事業

学校教育における規範意
識の向上事業

公立学校における教員の
指導力向上事業

児童生徒理解による問題
行動等対応事業

文化・教育課 教育振興課 教育委員会生徒指導支援室 教育委員会生徒指導支援室

学校における危機管理体
制の構築事業

教育委員会
教育政策推進室
教育振興課

園児と高齢者の多世代交
流による子どもの包括的
な社会性の向上事業

教育振興課

県に臨時雇用した保護観
察対象者の社会復帰円
滑化事業

県に臨時雇用した保護観
察対象者の社会復帰円
滑化事業

雇用労政課 雇用労政課

アンガーマネジメントの手法やプログラムを活用した事業

教員の資質向上研修事業

就学前教育事業

矯正教育事業

継続中

「奈良県教育振興

大綱」（案）に対す

る助言

開始

早稲田大学 教育・総合科学学術院教授 本田 恵子
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平成２８年度 「危機管理研修」の実績

（対象） 小・中・高校から 各１０校ずつ３０校参加

校長と中堅教員 2名一組で参加

（内容）

１） 危機の見立て方と介入についての理解

２） 不登校への見立てと具体的対応の研修

３） いじめへの見立てと具体的対応の研修

４） 虐待への見立てと具体的対応の研修

５） 各学校において危機介入システム構築を実践

６） 2月２５日 実践発表予定
３２



１） アセスメント（個人）について

３３



３４
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アンガーマネジメント実践小学校
ーＡＳＳＥＳＳ：対人適応：全体が平均ー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人サポー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非侵害的関

陰口、からかわれ
るが３分の１いる

「友だちが助けてくれ
る」は半分程度。「本
当の気持ちが打ち明
けられない」は４割

３６



学習適応
ー下位層が約半数・生活適応も低いー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習的適応

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活満足感

３７



アンガーマネージメント
６回の実践

小学校 指定校2校 1回 90分（２コマ）を 6回

中学校 指定校2校 1回 ５０分（1コマ）を 6回

他に自主的に実践した学校 １０校

事前事後でアセスメント

ＡＳＳＥＳＳ（対人適応と学習適応）

ＰＦスタディ（ストレスの発散方法の理解）

３８



実践内容
テーマ 理解 スキル練習

第１
課程

思春期の心と
身体

自分の身体、心、人間関係がどう
変化するか

ストレスマネージメント

第２
課程

自分の行動
パターンに
気づく

どういう刺激でどういう行動をする
か、その時の気持ちと状況判断
「自分の行動」と」「相手の行動」に
分ける

行動を一連の流れで
整理する（振り返り）
「なっとくのりくつ」
「セルフトーク」

第3

課程
自己理解と
自己受容

自分らしさや自分の特性を理解し、
セルフスティームを理解する

「セルフトーク」

第4

課程
問題解決１
自己表現

「自分が誰に、何を伝えたいか」を
理解して、表現する

「私メッセージ」で
気持ちと状況を
伝える

第5

課程
問題解決２
他者理解

「相手がどんな気持ちで、何を伝え
たいか」を理解して、受容する

「話をさえぎらずに聴
く」「待つ」

３９



（なっとくのりくつ）
今は、授業中
いまは、がまんだ。

（ストレスマネージメント）
・タイムアウト
・深呼吸
（行動）
・やりすごす

小学生用

発達障害のある
児童生徒用
Dプログラム

４０



今は、授業中
本は、なくならないよ

先生に「わかった」と
サインをして、

いつ読んだらいいの
かを質問する

読んでいた小説が面白いところに来た。
でも、授業が始まって。プリントを後ろに回さ
ないといけない。

なっとくの
りくつ

ソーシャル
スキル

４１



中学生
友だち同士のトラブルを解決する

宿題と部活動
で疲れてること
を伝える

相手がそっと
しておいてくれ
る

気持ちと状況を
伝える。
遊びを断る。

「気持ちは伝え
ないと相手に伝
わらないよ」

部活動と宿題
で疲れている
のに、友だち
がちょっかい
をかけてくる

４２



事前事後の変化
ー対人適応が向上ー

４３



事前事後の比較
生活満足
向上

維持

維持

学習
適応
低下

友人サポート

やや向上

維持

４４



ＰＦスタディ：ストレス発散方法の変化

１表現：他罰で物にあたるが多い

１表現：「物にあたる」が減少し、
「言いたい相手に表現」が増加

２問題解決：「人の責任」と「自
分の責任」を分けて、解決する
児童が増加

２問題解決：自分で背負い込
む子どもが多い

４５



２） 学校・組織における見立て力の研修

４６
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校内のシステム作りの研修

４８



奈良文化高校のシステム構築例

４９


